
 
 
 
 
 代表者：遠山亮子（知識科学研究科・助教授） 

研究開発組織におけるコンセプト創造方法論の開発
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●研究概要 
 知識創造理論（Nonaka and Takeuchi, 1995）と 6 眼モデル（林，1999；2001；2004）にもとづき，

研究開発組織においてコンセプトが創造され，そのコンセプトが組織内外に合意されるための方法論

を包括的に開発することを目的として研究を行っている．研究開発組織のダイナミックなコンセプト

づくりの活動におけるメンバー間のインターアクションに着目し，個々の知覚・コミュニケーション

特性（Analog/Digital，過去/未来，主体/客体；林）の違いによって生まれる反発エネルギーを活用

しつつ，かつ協調的な知識創造をどのように行っていくか，という点の解明を試みる． 
 

図．知識創造理論と 6眼モデルにもとづく研究開発コンセプト創造のダイナミック・プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト主体 
（＝受益者）の過去展望

コンセプト主体 
（＝受益者）の未来展望 

研究開発コンセプトのダイナミックな変化 さらなる共同化

連結化： 

主体が五感で知覚し体験したこと

を可視化し，既存の研究・技術体系

を構成 

内面化： 
主体の Vision の実現

可能性を実験 

表出化： 
主体が未体験で望ましいこと

を想像し Vision をデザイン 

内面化： 
研究・技術体系

を再構成 

共同化： 
主体のあるべき

姿と現状のギャ

ップを知覚 
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